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ADC の自己診断実施時の ADDOPCRn.SIGNSEL設定値を修正いたします。 

【修正後】 

表 36.9 自己診断機能を使用する場合の動作設定と期待値 

自己診断モード 

レジスタ設定値

A/D 変換データの期待値(注 1) (注 2) 

ADSGDCRx ADCHCRy ADDOPCRCy 

DIAGVAL[2:0] CNVCS[6:0] AINMD SIGNSEL 

自己診断モード１ 100b 0x60 1 0 0x0000(注 3) 

自己診断モード２ 101b 0x60 1 0 0x8000(注 4) 

自己診断モード３ 110b 0x60 1 0 0x7FFF(注 5) 

注. x = 0～8、y = 0～36 

注 1. 期待値とは、ADEXDR0.DATA[15:0] または ADFIFODRx.DATA[15:0] に格納される、理想のA/D コンバータ結果です。 

注 2. A/D 変換データとは、16 ビットデータフォーマット (ADDOPCRn.ADPRC[1:0] = 00b) を選択したときの値です。 

注 3. A/D 変換の期待値は符号付きデータです。A/D 変換結果は、A/D 変換中にプラスの精度エラーが発生した場合には0x0001 (+1) 以上 

になり、マイナスの精度エラーが発生した場合には0xFFFF (-1) 以下になります。 

注 4. A/D 変換中に精度エラーが発生した場合、A/D 変換結果は0x8000 以上になります。 

注 5. A/D 変換中に精度エラーが発生した場合、A/D 変換結果は 0x7FFF 以下になります。 
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